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記 

  ◆日   時：平成２５年１１月３０日（土） １０：００より 

 

◆場   所：小松市鶴ヶ島町地先（別添図参照） 

 

◆主   催：小松市、国土交通省金沢河川国道事務所 

 

◆完成式次第：挨拶、テープカット 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

扱い  配付を持って解禁 

【式典について】小松市都市創造部 

道路河川課長 平井 忠雄 

          電 話：0761-24-8085（直通） ＦＡＸ：0761-23-6403 

 

【事業について】国土交通省金沢河川国道事務所 

  ＜護岸工事＞ 調査第一課長 大角 一浩 

電 話：076-264-9910（直通） 

＜係留施設＞ 河川管理課長 本野 恒夫 

電 話：076-264-9916（直通） ＦＡＸ：076-233-9612 

                    

梯川鶴ヶ島地区護岸 完成式 

11 月 30 日（土）に開催します 
～梯川の治水安全度向上及び適正な水面利用を目指して～ 

国土交通省金沢河川国道事務所では、平成２４年度から梯川において流下能力の向上、

水位低下を目的とした石田橋下流狭窄部の低水路拡幅事業を進めておりましたが、このた

び、その一部区間が完成しました。 

また、小松市が整備するプレジャーボート暫定係留施設も一部完成したことから、その

供用をはじめますので併せてお知らせいたします。 

お問い合わせ先 

記者発表資料 

発表先 石川県政記者クラブ 

小松市 



梯川鶴ヶ島護岸整備の概要

○梯川鶴ヶ島町地先では河道内の狭窄部を改善するため、低水路拡幅・河床掘削と合わせて、
矢板護岸（全体延長L=725m)の整備を、H24年度から進めています。

○当該地区の一連区間の完成により、洪水時の河岸の浸食防止や堤防の保護が図られると共に、
水面幅の拡幅による流下断面の向上により、水位低減効果が発揮されます。

工事実施前

掘削土砂は周辺の公共事業
などに有効利用しています

他事業への転用
（例：石川県砂防事業の仮設道路）

必要に応じ、土質を改良工事完成後

ＧＰＳ技術を応用し、水中の
河床高を確認しながら掘削します

掘削機械にGPS発信機
を取り付け、運転室で確認

鶴ヶ島町地先の整備状況
①堤防の引堤及び旧堤防撤去 → H8～15年度実施
②低水路拡幅・河床掘削、矢板護岸敷設→H24年度～

低水路拡幅・河床掘削

引堤及び
旧堤防撤去

矢板護岸敷設

必要高水敷幅の確保必要高水敷幅の確保

▽HWL

▼平水位

平成25年度 着手予定
低水護岸（鋼矢板） L=220m

平成25年度 工事中
低水護岸（鋼矢板）L=330m

低水護岸完成
低水護岸（鋼矢板）L=175m



 

 鶴ヶ島地区護岸 完成式式典会場のご案内 

  

完成式式典会場 

会場拡大図 
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完成式式典会場 
凡例 ★：案内看板 
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